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(57)【要約】
【課題】消色インクリボンに残る印字の跡を認識できな
いようにして、機密性に優れた画像形成装置を提供する
。
【解決手段】実施形態の画像形成装置は、消色インクを
保持する消色インクリボンと、画像情報に応じて前記消
色インクリボンから記録媒体に前記消色インクを熱転写
する熱転写部と、前記熱転写部を通過後の前記消色イン
クリボンを消色温度以上で加熱する加熱部とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消色インクを保持する消色インクリボンと、
　画像情報に応じて前記消色インクリボンから記録媒体に前記消色インクを熱転写する熱
転写部と、
　前記熱転写部を通過後の前記消色インクリボンを消色温度以上で加熱する加熱部とを具
備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記消色インクリボンは、送りローラから巻き取りローラに巻き取られ、前記加熱部は
、前記消色インクリボンが前記熱転写部通過後であって前記巻き取りローラに巻き取られ
るまでの間で、前記消色インクリボンを加熱することを特徴とする請求項１に記載の画像
形成装置。
【請求項３】
　送りローラ及び巻き取りローラ間で前記消色インクリボンを巻いて前記消色インクリボ
ンを収納するカートリッジを更に備え、前記加熱部は、前記消色インクリボンが前記熱転
写部を通過した位置から前記巻き取りローラによる巻き取り位置に達する間に在ることを
特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　送りローラ及び巻き取りローラ間で前記消色インクリボンを巻いて前記消色インクリボ
ンを収納するカートリッジを更に備え、前記加熱部は、前記巻き取りローラに在ることを
特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　非消色インクを保持する非消色インクリボンと、画像情報に応じて前記非消色インクリ
ボンから前記記録媒体に前記非消色インクを熱転写する第２の熱転写部とを更に備えるこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、消色インクリボンを熱転写して画像形成する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱転写インクリボン方式の画像形成装置では、機密保持のために、転写終了後にインク
リボンに残るインクあるいはインクリボンを溶かして、インクリボンの残像を認識できな
いようにする装置がある。他方消色インクリボンを用いて印字したシート上の画像を消色
して、シートをリユースする技術がある。消色インクリボンを用いた場合にも、消色イン
クリボンに残る印字の跡を認識できないようにして機密保持を図ることが要求されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－６３８号公報
【特許文献２】特開２００８－３０２５３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明が解決しようとする課題は、印字画像をシートに熱転写したした後に、消色イ
ンクリボンに残る印字の跡を認識できないようにして、機密性に優れた画像形成装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　上記課題を達成するために、実施形態の画像形成装置は、消色インクを保持する消色イ
ンクリボンと、画像情報に応じて前記消色インクリボンから記録媒体に前記消色インクを
熱転写する熱転写部と、前記熱転写部を通過後の前記消色インクリボンを消色温度以上で
加熱する加熱部とを備える。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】実施形態のＭＦＰを示す概略構成図。
【図２】実施形態の消色インクリボンカートリッジ収容部及び消色インクリボンカートリ
ッジを示す概略上面図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、実施形態について図１および図２を参照して説明する。図１は実施形態の画像形
成装置の一例である熱転写インクリボン方式のMulti Function Peripheral（以下ＭＦＰ
と略称する。）１０を示す概略構成図である。ＭＦＰ１０は、例えば、自動原稿送り装置
１１、スキャナ１２、コントロールパネル１３、消色部１５、給紙部１６、１７、プリン
タ部１８および排紙部２２を備える。ＭＦＰ１０は印字モード時にプリンタ部１８で印字
動作を行い、消色モード時に消色部１５で消色動作を行う。
【０００８】
　自動原稿送り装置１１は、原稿トレイ１１ａの原稿Ｇをスキャナ１２に給紙する。スキ
ャナ１２は、原稿Ｇの画像を読み取る。コントロールパネル１３は、例えば入力キー１３
ａとタッチパネル式の表示部１３ｂを備える。入力キー１３ａは例えばユーザによる入力
を受け付ける。表示部１３ｂは例えばユーザによる入力を受け付けあるいはユーザへの表
示を行う。コントロールパネル１３を操作して、ＭＦＰ１０の印字モードと消色モードと
を切替える。
【０００９】
　消色部１５は、例えばヒートローラ１５ａと、プレスローラ１５ｂを備える。消色部１
５は、ヒートローラ１５ａとプレスローラ１５ｂ間のニップに印字済みシートＰ３（消色
部１５で画像を消色しようとするシート）を挟んで走行する。消色部１５は印字済みシー
トＰ３を消色温度以上で加熱加圧して印字済みシートＰ３に形成された消色可能なインク
画像を消色する。
【００１０】
　給紙部１６、１７は、上段給紙カートリッジ１６ａ、下段給紙カートリッジ１６ｂ、上
段手差し給紙トレイ１７ａ、下段手差し給紙トレイ１７ｂを備える。例えば、上段給紙カ
ートリッジ１６ａ、下段給紙カートリッジ１６ｂおよび下段手差し給紙トレイ１７ｂは、
記録媒体である未使用のシートＰ１或いはリユースのシート（例えば画像を消色処理によ
り画像を消色したシート）Ｐ２を給紙可能である。上段手差し給紙トレイ１７ａは、例え
ば印字済みシートＰ３を給紙可能である。
【００１１】
　ジョブセパレータ２２ｃは、排紙部２２を、上排紙部２２ａと下排紙部２２ｂとに区分
けする。上排紙部２２ａには、消色部１５で印字画像を消色されたリユースシートを排紙
する。下排紙部２２ｂには、プリンタ部１８で画像を印字された印字済みシートを排紙す
る。
【００１２】
　プリンタ部１８は、上段給紙カートリッジ１６ａ、下段給紙カートリッジ１６ｂあるい
は下段手差し給紙トレイ１７ｂから排紙部２２に到る搬送路２１を備える。プリンタ部１
８は、搬送路２１に沿って、Ｙ（イエロ）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラッ
ク）の４組の非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃあるいは２
０Ｋを備える。プリンタ部１８は、搬送路２１に沿って消色インクリボンカートリッジ収
容部２０Ｅを備える。
【００１３】



(4) JP 2014-162149 A 2014.9.8

10

20

30

40

50

　プリンタ部１８は、搬送路２１を介して非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ
、２０Ｍ、２０Ｃあるいは２０Ｋと対向する位置にプラテンローラ１９Ｙ、１９Ｍ、１９
Ｃあるいは１９Ｋをそれぞれ備える。プリンタ部１８は、搬送路２１を介して消色インク
リボンカートリッジ収容部２０Ｅと対向する位置にプラテンローラ１９Ｅを備える。
【００１４】
　Ｙ（イエロ）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラック）の４組の非消色インク
リボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃあるいは２０Ｋは、Ｙ（イエロ）、Ｍ
（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラック）の非消色インクリボンカートリッジ２３Ｙ
、２３Ｍ、２３Ｃあるいは２３Ｋをそれぞれ装着する。非消色インクリボンカートリッジ
２３Ｙ、２３Ｍ、２３Ｃあるいは２３Ｋは、例えばプラスチックフィルム等の基材に、加
熱により消色しない非消色のインクを塗布したインクリボンを収納する。
【００１５】
　消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｅは任意の色の消色インクリボンカートリッ
ジ２３Ｅを装着する。消色インクリボンカートリッジ２３Ｅは、消色インクを塗布した消
色インクリボンを収納する。消色インクは、例えば所定の温度で加熱することにより消色
する。消色インクに使用する色材は加熱により消色するものであれば特に限定されない。
消色インクは、色材と顕色剤、消色材、変色温度調節剤等を適宜組み合わせて、ある一定
の温度以上で発色が消えるような構成を選択できる。色材として、ロイコ染料が一般的に
よく知られたものとして使われる。
【００１６】
　ロイコ染料とは、顕色剤により発色することが可能な電子供与性の化合物である。例え
ばロイコ染料として、ジフェニルメタンフタリド類、フェニルインドリルフタリド類、イ
ンドリルフタリド類、ジフェニルメタンアザフタリド類、フェニルインドリルアザフタリ
ド類、フルオラン類、スチリノキノリン類、ジアザローダミンラクトン類等が挙げられる
。
【００１７】
　具体的には、３，３－ビス（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－６－ジメチルアミノフタ
リド、３－（４－ジエチルアミノフェニル）－３－（１－エチル－２－メチルインドール
－３－イル）フタリド、３，３－ビス（１－ｎ－ブチル－２－メチルインドール－３－イ
ル）フタリド、３，３－ビス（２－エトキシ－４－ジエチルアミノフェニル）－４－アザ
フタリド、３－（２－エトキシ－４－ジエチルアミノフェニル）－３－（１－エチル－２
－メチルインドール－３－イル）－４－アザフタリド、３－〔２－エトキシ－４－（Ｎ－
エチルアニリノ）フェニル〕－３－（１－エチル－２－メチルインドール－３－イル）－
４－アザフタリド、３，６－ジフェニルアミノフルオラン、３，６－ジメトキシフルオラ
ン、３，６－ジ－ｎ－ブトキシフルオラン、２－メチル－６－（Ｎ－エチル－Ｎ－ｐ－ト
リルアミノ）フルオラン、２－Ｎ，Ｎ－ジベンジルアミノ－６－ジエチルアミノフルオラ
ン、３－クロロ－６－シクロヘキシルアミノフルオラン、２－メチル－６－シクロヘキシ
ルアミノフルオラン、２－（２－クロロアニリノ）－６－ジ－ｎ－ブチルアミノフルオラ
ン、２－（３－トリフルオロメチルアニリノ）－６－ジエチルアミノフルオラン、２－（
Ｎ－メチルアニリノ）－６－（Ｎ－エチル－Ｎ－ｐ－トリルアミノ）フルオラン、１，３
－ジメチル－６－ジエチルアミノフルオラン、２－クロロ－３－メチル－６－ジエチルア
ミノフルオラン、２－アニリノ－３－メチル－６－ジエチルアミノフルオラン、２－アニ
リノ－３－メチル－６－ジ－ｎ－ブチルアミノフルオラン、２－キシリジノ－３－メチル
－６－ジエチルアミノフルオラン、１，２－ベンツ－６－ジエチルアミノフルオラン、１
，２－ベンツ－６－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソブチルアミノ）フルオラン、１，２－ベンツ
－６－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソアミルアミノ）フルオラン、２－（３－メトキシ－４－ド
デコキシスチリル）キノリン、スピロ〔５Ｈ－（１）ベンゾピラノ（２，３－ｄ）ピリミ
ジン－５，１′（３′Ｈ）イソベンゾフラン〕－３′－オン，２－（ジエチルアミノ）－
８－（ジエチルアミノ）－４－メチル－、スピロ〔５Ｈ－（１）ベンゾピラノ（２，３－
ｄ）ピリミジン－５，１′（３′Ｈ）イソベンゾフラン〕－３′－オン，２－（ジ－ｎ－
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ブチルアミノ）－８－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）－４－メチル－、スピロ〔５Ｈ－（１）
ベンゾピラノ（２，３－ｄ）ピリミジン－５，１′（３′Ｈ）イソベンゾフラン〕－３′
－オン，２－ジ－ｎ－ブチルアミノ）－８－（ジエチルアミノ）－４－メチル－、スピロ
〔５Ｈ－（１）ベンゾピラノ（２，３－ｄ）ピリミジン－５，１′（３′Ｈ）イソベンゾ
フラン〕－３′－オン，２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－ｉ－ア
ミルアミノ）－４－メチル－、スピロ〔５Ｈ－（１）ベンゾピラノ（２，３－ｄ）ピリミ
ジン－５，１′（３′Ｈ）イソベンゾフラン〕－３′－オン，２－（ジ－ｎ－ブチルアミ
ノ）－８－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）－４－フェニル、３－（２－メトキシ－４－ジメチ
ルアミノフェニル）－３－（１－ブチル－２－メチルインドール－３－イル）－４，５，
６，７－テトラクロロフタリド、３－（２－エトキシ－４－ジエチルアミノフェニル）－
３－（１－エチル－２－メチルインドール－３－イル）－４，５，６，７－テトラクロロ
フタリド、３－（２－エトキシ－４－ジエチルアミノフェニル）－３－（１－ペンチル－
２－メチルインドール－３－イル）－４，５，６，７－テトラクロロフタリド等である。
さらに、ピリジン系、キナゾリン系、ビスキナゾリン系化合物等を挙げることができる。
２種以上のロイコ染料を混合して使用しても良い。
【００１８】
　実施形態に用いる顕色剤は、ロイコ染料にプロトンを与える電子受容性化合物である。
例えば顕色剤として、フェノール類、フェノール金属塩類、カルボン酸金属塩類、芳香族
カルボン酸及び炭素数２～５の脂肪族カルボン酸、ベンゾフェノン類、スルホン酸、スル
ホン酸塩、リン酸類、リン酸金属塩類、酸性リン酸エステル、酸性リン酸エステル金属塩
類、亜リン酸類、亜リン酸金属塩類、モノフェノール類、ポリフェノール類、１、２、３
－トリアゾール及びその誘導体等がある。さらに置換基としてアルキル基、アリール基、
アシル基、アルコキシカルボニル基、カルボキシ基及びそのエステル又はアミド基、ハロ
ゲン基等を有するもの、及びビス型、トリス型フェノール等、フェノール－アルデヒド縮
合樹脂等、さらにそれらの金属塩が挙げられる。２種以上の顕色剤を混合して使用しても
良い。
【００１９】
　具体的には、フェノール、ｏ－クレゾール、ターシャリーブチルカテコール、ノニルフ
ェノール、ｎ－オクチルフェノール、ｎ－ドデシルフェノール、ｎ－ステアリルフェノー
ル、ｐ－クロロフェノール、ｐ－ブロモフェノール、ｏ－フェニルフェノール、ｐ－ヒド
ロキシ安息香酸ｎ－ブチル、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ｎ－オクチル、ｐ－ヒドロキシ安息
香酸ベンジル、ジヒドロキシ安息香酸またはそのエステル、たとえば２，３－ジヒドロキ
シ安息香酸、３，５－ジヒドロキシ安息香酸メチル、レゾルシン、没食子酸、没食子酸ド
デシル、没食子酸エチル、没食子酸ブチル、没食子酸プロピル、２，２－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）プロパン、４，４－ジヒドロキシジフェニルスルホン、１，１－ビス（
４－ヒドロキシフェニル）エタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル
）プロパン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）スルフィド、１－フェニル－１，１－ビス
（４－ヒドロキシフェニル）エタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３－メ
チルブタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルプロパン、１，１－
ビス（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－ヘキサン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル
）ｎ－ヘプタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－オクタン、１，１－ビス
（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－ノナン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－
デカン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－ドデカン、２，２－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エチルプロピオネ
ート、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－４－メチルペンタン、２，２－ビス（
４－ヒドロキシフェニル）ヘキサフルオロプロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェ
ニル）ｎ－ヘプタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）ｎ－ノナン、２，４－ジ
ヒドロキシアセトフェノン、２，５－ジヒドロキシアセトフェノン、２，６－ジヒドロキ
シアセトフェノン、３，５－ジヒドロキシアセトフェノン、２，３，４－トリヒドロキシ
アセトフェノン、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、４，４’－ジヒドロキシベンゾ
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フェノン、２，３，４－トリヒドロキシベンゾフェノン、２，４，４’－トリヒドロキシ
ベンゾフェノン、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２，３，４，
４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２，４’－ビフェノール、４，４’－ビフェノ
ール、４－［（４－ヒドロキシフェニル）メチル］－１，２，３－ベンゼントリオール、
４－［（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）メチル］－１，２，３－ベンゼン
トリオール、４，６－ビス［（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）メチル］－
１，２，３－ベンゼントリオール、４，４’－［１，４－フェニレンビス（１－メチルエ
チリデン）ビス（ベンゼン－１，２，３－トリオール）］、４，４’－［１，４－フェニ
レンビス（１－メチルエチリデン）ビス（１，２－ベンゼンジオール）］、４，４’，４
’’－エチリデントリスフェノール、４，４’－（１－メチルエチリデン）ビスフェノー
ル、メチレントリス－ｐ－クレゾール等がある。
【００２０】
　実施形態に用いる消色剤は、呈色性化合物、顕色剤、消色剤の３成分系において、熱に
よりロイコ染料と顕色剤による発色反応を阻害し、無色にできるものであれば、公知のも
のが使用できる。消色剤として、例えばアルコール類、エステル類、ケトン類、エーテル
類、酸アミド類が挙げられる。消色剤は、２種以上混合して使用しても良い。
【００２１】
　非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃ或いは２０Ｋは、それ
ぞれ印字ヘッド２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃ或いは２４Ｋを備える。消色インクリボンカート
リッジ収容部２０Ｅは、熱転写部である印字ヘッド２４Ｅを備える。
【００２２】
　図２を参照して消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｅ及び消色インクリボンカー
トリッジ２３Ｅについて詳述する。消色インクリボンカートリッジ２３Ｅは、送りローラ
２６からテンションローラ２７ａ、２７ｂを経て巻き取りローラ２８に掛け渡される消色
インクリボン３０を収納する。消色インクリボンカートリッジ２３Ｅは、ＩＣチップ３３
を備える。ＩＣチップ３３は、例えば消色インクリボンカートリッジ２３Ｅの期限管理、
印字枚数等の各種管理情報或いは海賊版防止等のセキュリティ管理情報を記憶する。
【００２３】
　印字ヘッド２４Ｅは、装着した消色インクリボンカートリッジ２３Ｅのテンションロー
ラ２７ａ、２７ｂ間の消色インクリボン３０に対向する位置にある。消色インクリボンカ
ートリッジ収容部２０Ｅは、シートＰ１、Ｐ２の用紙幅（シートＰ１、Ｐ２の搬送方向と
垂直な方向の幅）に応じて矢印ｍの幅方向に往復移動する。
【００２４】
　印字ヘッド２４Ｅは、シートＰ１あるいはシートＰ２に消色インクを熱転写して、シー
トＰ１あるいはシートＰ２に消色インクによる印字画像を形成する。ＭＦＰ１０は、印字
ヘッド２４Ｅの熱転写温度を、消色インクが消色する消色温度より低い温度に設定する。
印字ヘッド２４Ｅは、消色印字情報に対してのみ発熱して、消色インクリボン３０の消色
インクをシートＰ１あるいはシートＰ２に熱転写する。消色印字情報に対しては、印字ヘ
ッド２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃ、２４Ｋは転写動作をしない。消色インクによる印字画像に
非消色インクが付着することにより、印字画像を消色した場合にリユースシートに非消色
インクが残り、消色不良を生じるのを防止する。
【００２５】
　消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｅは、加熱部であるヒータ３２を備える。消
色インクリボンカートリッジ２３Ｅの、テンションローラ２７ｂから巻き取りローラ２８
に至る消色インクリボン３０は、ヒータ３２に対向する。ヒータ３２は、消色インクリボ
ン３０を消色インクの消色温度以上に加熱して、熱転写後に消色インクリボン３０に残っ
た消色インクを消色する。
【００２６】
　プリンタ部１８の非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃ及び
２０Ｋの構成は、ヒータ３２を備えていない事を除けば、消色インクリボンカートリッジ
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収容部２０Ｅと同じ構成である。非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ
、２０Ｃ及び２０Ｋについての図面を用いての説明を省略する。
【００２７】
　非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃあるいは２０Ｋは、消
色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｅと同様に、シートＰ１、Ｐ２の用紙幅に応じて
幅方向に往復移動する。印字ヘッド２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃあるいは２４Ｋは、シートＰ
１あるいはシートＰ２にそれぞれの非消色インクを熱転写して、シートＰ１あるいはシー
トＰ２に非消色インクによる印字画像を形成する。
【００２８】
　ＭＦＰ１０は、各印字ヘッド２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃあるいは２４Ｋの加熱温度を、非
消色インクリボンの非消色インクを良好に熱転写できる温度に設定する。各印字ヘッド２
４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃあるいは２４Ｋは、それぞれの色の印字情報がある場合にのみ、そ
れぞれの非消色インクリボンの非消色インクをシートＰ１あるいはシートＰ２に熱転写す
る。印字情報がない場合に非消色インクリボンを無駄に消費するのを防止する。
【００２９】
　これらの構成によってＭＦＰ１０は印字モード時に、プリンタ部１８で印字情報に応じ
た印字画像を、シートＰ１あるいはシートＰ２に形成する。印字情報が、使用後に消色す
る機密保持情報である場合に、プリンタ部１８は、印字ヘッド２４ＥによりシートＰ１あ
るいはシートＰ２に消色インクを熱転写して印字画像を形成する。印字画像形成後ＭＦＰ
１０は、シートＰ１あるいはシートＰ２を下排紙部２２ｂに排紙する。
【００３０】
　消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｅは、印字動作に伴い消色インクリボン３０
を、巻き取りローラ２８により矢印ｎ方向に巻き取る。巻き取りローラ２８で消色インク
リボン３０を巻き取る間、ヒータ３２は消色インクリボン３０を消色温度以上に加熱する
。ヒータ３２は、印字画像を熱転写した後に消色インクリボン３０に残る印字の跡を有す
る消色インクを消色する。巻き取りローラ２８に巻き取られた消色インクリボン３０から
は、熱転写後に消色インクリボン３０に残る印字の跡を認識出来ない。
【００３１】
　印字情報が、機密保持情報でない場合に、プリンタ部１８は、印字ヘッド２４Ｙ、２４
Ｍ、２４Ｃあるいは２４ＫによりシートＰ１あるいはシートＰ２に所望の色の非消色イン
クを熱転写して印字画像を形成する。印字画像形成後ＭＦＰ１０は、シートＰ１あるいは
シートＰ２を下排紙部２２ｂに排紙する。
【００３２】
　熱転写後、非消色インクリボンカートリッジ収容部２０Ｙ、２０Ｍ、２０Ｃ或いは２０
Ｋは、インクリボンを加熱することなく、非消色インクリボンカートリッジ２３Ｙ、２３
Ｍ、２３Ｃあるいは２３Ｋ内に巻き取る。
【００３３】
　例えばリユースシートを得る場合、ユーザは、コントロールパネル１３を操作して、Ｍ
ＦＰ１０を印字モードから消色モードに切替える。消色モード時にＭＦＰ１０は、上段手
差し給紙トレイ１７ａから消色部１５に印字済みシートＰ３を給紙する。消色部１５は、
印字済みシートＰ３を消色温度以上で加熱加圧して印字済みシートＰ３上の消色インクに
よる印字画像を消色する。消色後ＭＦＰ１０は、印字済みシートＰ３を上排紙部２２ａに
排紙して、リユースシートを得る。
【００３４】
　実施形態によれば、印字ヘッド２４Ｅを通過後の消色インクリボン３０をヒータ３２に
より消色インクの消色温度以上に加熱する。画像情報を熱転写した後の消色インクリボン
３０を消色して、熱転写後に消色インクリボン３０に残った印字跡を認識出来ないように
する。消色インクリボン３０に残った印字跡から印字した画像情報を読み取ることが出来
ず、印字した画像情報の機密を保持できる。実施形態によれば、消色インクリボン３０の
消色インクあるいは基材を溶融する必要がなく、溶融時に比べてより低い加熱温度で消色
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【００３５】
　以上説明した実施形態の画像形成装置の構成は限定されない。画像形成装置は、例えば
複数色の消色インクリボンを用いて印字画像を形成するものであっても良いし、非消色イ
ンクリボンを全く備えない装置であっても良い。画像形成装置の加熱部による消色インク
に対する加熱温度は限定されない。また加熱部の形状或いは配置など限定されない。例え
ば実施形態において、加熱部は消色インクリボン３０に接触するヒートローラであっても
良い。或いは実施形態において、加熱部として巻き取りローラ２８の芯にヒータを配置し
ても良い。巻き取りローラ２８の芯に配置したヒータは、使い終わった消色インクリボン
カートリッジ２３Ｅを加熱して消色インクリボンを消色する。使い終わった消色インクリ
ボンカートリッジ２３Ｅは消色インクリボンを消色後に新品と交換する。
【００３６】
　この発明の実施形態を説明したが、実施形態は、例として提示したものであり、発明の
範囲を限定することは意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な形態で実
施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変
更を行うことが出来る。この実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるととも
に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３７】
　１０…ＭＦＰ
　１３…コントロールパネル
　１８…プリンタ部
　２０Ｅ…消色インクリボンカートリッジ収容部
　２３Ｅ…消色インクリボンカートリッジ
　２４Ｙ、２４Ｍ、２４Ｃ、２４Ｋ、２４Ｅ…印字ヘッド
　２６…送りローラ
　２８…巻き取りローラ
　３０…消色インクリボン
　３２…ヒータ
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